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研究成果の概要（和文）：読み聞かせ時の子どもの記録動画から発話，視線などの反応を分析し，電子絵本を対
象とした読み聞かせ時の子どもの動画自動記録環境を構築した．また，子どもの質問を利用した絵本推薦システ
ムに自動推薦機能を追加して，質問から自動で好みを取得できるようにし，さらに他人の推薦を利用して好みを
推測しやすくするためのインタフェースを実現し，これらの効果を実験的に明らかにした．

研究成果の概要（英文）：We analyzed children's reactions such as speech and gaze from videos of them
 who were read a picture book. We built an environment in which videos can be automatically recorded
 when children are reading electronic picture books. In addition, we added an automatic 
recommendation function to the picture book recommendation system using children 's question so that
 we can automatically get preferences from the question. Furthermore, it realized the function to 
make it easy to guess the taste of children by using the recommendation of others. The effect of 
these two functions was clarified by experiments.

研究分野：情報学
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１．研究開始当初の背景 
幼い頃の読み聞かせ経験は，その後の読書

習慣に大きく影響するとされている．幼児期
の親子のコミュニケーションを増加させる
効果や，脳への良い影響などが明らかにされ
るなど，その重要性は様々な方面から指摘さ
れている．これに加えて，読み聞かせには子
どもにとって「良い」絵本を選択する必要が
あるが，その条件は，子どもが面白いと感じ
ることだとされている．しかし，同じ絵本で
も，個性や経験によって読み方は異なるため，
子ども一人ひとりの個性に合わせた絵本の
選択が重要となってくる．現在，毎年大量に
出版されている絵本の中からそのような適
切な 1冊を選択することは非常に難しいとい
う現状がある． 
このような問題に対して，一般的な絵本選

択を支援する Web サービスはいくつか存在
する．絵本ナビ (http://www.ehonnavi.net/) 
は，利用者が絵本を読んだ感想や子どもの反
応を登録して，利用者間のコミュニケーショ
ンを支援する仕組みをもつ．絵本検索機能と
テーマ別のリストが充実している．また，ミ
ーテ (http://mi-te.jp/) は，日記を付けること
で利用者の交流を促す仕組みを持つ SNS 的
な機能が特徴である．どのような子どもに読
まれたか，年齢や性別の割合をグラフ等を使
って分かりやすく表示もしてくれる．このよ
うなサービスは利用者による絵本の評価に
よって，相互に絵本を推薦しあう仕組みを提
供することが大きな特徴であり，主に，母親
の間で絵本に関するやり取りが行われてい
る．しかしながら，一人ひとりの特徴にあわ
せて子どもに直接絵本を推薦する仕組みは
実現されていない．その理由の一つには，子
どもが実際に絵本を好きであるかどうかを
判断することが難しいという問題がある．特
に，読み聞かせが絵本との出会いの主たる場
であるような幼児の場合には，親が与える絵
本だけが選択肢となっている可能性がある． 
本研究申請者は，これまで子ども一人ひと

りの個性に注目した絵本推薦システムの実
現を目指して研究を行なってきた． 
これらの研究では，まず，読み聞かせ時の

子どもの反応に着目し，子どもの好みを推定
することを試みている．また，子どもの反応
と絵本の主題との関係性について分析を行
った．その結果，読み聞かせ時の子どもの反
応を子どもの好みの推測に使うことの有効
性と絵本の内容分析の必要性を示した． 
しかし，これらの方法は，反応を記録する

親の負担や，絵本を分析する分析者の負担が
大きいという問題がある．そこで，子どもの
質問に着目して，子どもの好みを推定し，そ
れに対してソーシャルに絵本を推薦する枠
組みを作った． 
いずれの手法も，子どもの好みを一つの側

面からしか捉えておらず，子どもが生活の中
全体でどのような好みを持っているかにつ
いては十分把握できていないと考えられる．  

 
２．研究の目的 
本研究では，子ども一人ひとりの興味を多

面的に捉えるために，調査を行ない，その結
果を反映するための Web ベースのサービス
の構築を目指す．多面的な子どもの興味は，
読み聞かせ時の子どもの反応と子どもが発
する質問を組み合わせることからはじめ，新
たに子どもの好みを捉える手法を検討し，そ
れを実現する．その上で，子どもの好みを反
映できる絵本の推薦システムの構築を目指
す． 
 
３．研究の方法 
（１）子どもの好みを把握するための調査	
まず，子どもの好みを把握するために調査

を行った．特に，子どもの日常生活に現れる
読み聞かせ以外の好み情報として「遊び」を
アンケート項目に盛り込み調査した．	
	
（２）音声，映像からの子どもの好みの取得
可能性調査	
音声や映像から子どもの好みなどの情報

を取得可能かの調査を行なった．幼稚園／保
育園において１対１の読み聞かせを実施し，
ＩＣレコーダにて記録した．従来の子どもの
好み情報として発話に着目し分析を行った．
対象は年長児６６人，読み手はボランティア
学生３人である．なお，そのうち６人につい
てはビデオ記録の許可を得て撮影を行い，表
情の情報を取得した．また，集団での記録可
能性を検討するために，集団に対する読み聞
かせの記録も行った．対象は，年長年少児９
６人である．それぞれ２回ずつの読み聞かせ
を行い，その様子を個人個人にＩＣレコーダ
を持たせることで取得し，同時に正面，左右
の３台のビデオカメラで撮影することによ
り記録をとった．分析は，ビデオデータから
視線および表情を取得し，発話は主にＩＣレ
コーダから取得し，全て時間とともに記録し
た．また，電子絵本を対象とした読み聞かせ
時の動画撮影機能を，iPad アプリとして設
計・実装した．	
 
（３）子どもの好みと読み聞かせ時の読み方
との関係性調査，実験	
読み聞かせ時の読み方で，子どもの好みが

変わる可能性がある．本研究で読み聞かせ時
の反応を取る際には十分に注意しなければ
ならない点である．2 つの視点から調査，実
験を行なった．まず，読み手が「演じ分け」
をすることの影響に着目し，演じ分けをした
場合としなかった場合で，絵本に対する印象
が変わるかどうかを実験的に検証した．4〜6
歳児 30 名を対象に演じ分けして読み聞かせ
る群と演じ分けせずに読み聞かせる群に分
け，両者で登場人物に対する好み，登場した
遊びに対する好みに差が出るかを確認した．
次に，複数の絵本を読み聞かせる場合の読む
順番や主題による影響に着目した．実際に 32



名の年長児を対象に実験を行なった．まず，
メインの絵本「ないたあかおに」に対して，
これと似た主題の「魔法の夜」異なる主題の
「うそだあ！」の二冊を選定した．これらを
使い，絵本の主題（2 種）×読み聞かせの順
番（2通り）の 4 条件で読み聞かせを行い「な
いたあかおに」の理解や解釈に与える影響を
検証した．	
 
（４）絵本推薦システムの構築	
子どもの質問を利用したソーシャル絵本

推薦システムの機能拡張を行い，絵本推薦シ
ステムの構築を実現し，評価実験を行なった．
まず，自動推薦機能をもつソーシャル絵本推
薦システムを開発した．子どもの質問を形態
素解析し，名詞を中心にキーワードを構成す
る．このキーワードを利用して，まずは絵本
リストの主題を検索する．一致するものがあ
った場合には，絵本リスト内の絵本を推薦し，
一致しなかった場合には Amazon を検索して
得られた絵本を推薦する．実際に 16 組の親
子を対象に，自動推薦ありの 8組（実験群）
と自動推薦なしの 8 組（統制群）に分けて 2
週間システムを利用してもらい，自動推薦の
効果を比較検証した．	
次に，他のユーザの推薦行動を閲覧可能な

機能を追加し評価を行なった．他の子どもに
推薦された絵本を見られることで，絵本の推
薦に不慣れなユーザに対して，子どもの好み
の把握を促し，推薦を増加させることを狙っ
た機能である．実際に 14組の親子を対象に，
閲覧機能ありの組となしの組に分けて 2週間
システムを利用してもらい検証した．	
	
４．研究成果	
（１）子どもの好みを把握するための調査	
有効な回答を 361 人から得て，読み聞かせ

より重視される遊びとして「外で体を使って
遊ぶ」「テレビ・ビデオを見る」「おしゃべり」
「ごっこ遊び」「ゲーム」などがあげられた．
また，10 名の親にインタビューを行い，さら
に詳細に「日曜朝のアニメ」「大岡越前」「ミ
ニカー」「ピアノ」など具体的な好み情報も
得られた．これらは多様な好みの把握の基礎
データとして活用できる．今後は，これらの
要素を構造化し，推薦システムの嗜好データ
として活用できる枠組みを検討する必要が
ある．	
	
（２）音声，映像からの子どもの好みの取得
可能性調査	
66 人の音声記録，6人の映像記録から，子

どもの絵本に対する反応の抽出を試みたが，
音声のみからの抽出は特徴的な発話以外は
難しいことがわかった．また，映像記録につ
いては，1 台では撮影角度が重要であり，ま
たビデオの存在を子どもに意識させない工
夫の必要性を確認した．笑顔の抽出は容易で
あり，一方，視線の動きは絵本とカメラの角
度の調整を十分にする必要であることがわ

かった．30 人以上の大人数の場合のＩＣレコ
ーダによる発話判別は，隣同士の発話が混ざ
るなど分離が難しく，同時記録人数には限界
があることがわかった．さらに，電子絵本を
対象とした読み聞かせ時の動画撮影機能を，
iPad アプリにより読み聞かせ同時録画を行
なった．これにより，絵本のページと動画の
対応をとることが実現し，手動ではあるもの
の子どもの反応を同時に記録することがで
きるようになった．以上により，音声，映像
による反応情報の自動記録手法のための基
礎的な知見を得ることができた．	
	
（３）子どもの好みと読み聞かせ時の読み方
との関係性調査，実験	
「演じ分け」に関する実験の結果，登場人

物については，演じ分けをして読み聞かせた
群の方に特定の登場人物を嫌う傾向がある
ことが示された．一方，登場する遊びについ
ての好みには，群間で差は無かった．このこ
とは，読み方によって子どもの好みが変わる
可能性を示しており，特に演じ分けが大きく
影響する登場人物に対する印象が変わるこ
とが示唆されている．したがって，本研究が
目指す推薦システムで子どもの好みを正確
に取得するためには，子ども側の反応のみで
はなく，読み手の読み方もあわせて取得する
必要があることが分かった．なお，30 名のう
ち許可を得られた 11 名の映像を分析したと
ころ，子どもの反応に大きな違いはなく，実
験という環境で検証することの難しさが明
らかになった．	
一方，複数の絵本を読み聞かせる場合の読

む順番や主題による影響を見る実験の結果，
似た主題の絵本「魔法の夜」を後に読むと理
解度が低く，感情的なイメージが薄れること
が示された．すなわち，似た主題の絵本を読
み合わせることで，本来の子どもの好みとは
違った影響を与える可能性が示された．これ
は，子どもの好みを捉える際に読み合わせた
絵本の内容や読む順番まで記録する必要性
を示している．	
本研究によって 2つの要素から子どもの好

みの変容可能性を示した．子どもの一時的な
好みを正確に把握するための知見を得るた
めに，今後も継続的に調査・実験していく必
要がある．	
	

（４）絵本推薦システムの構築	
子どもの質問を利用したソーシャル絵本

推薦システムをベースに，その機能拡張を 2
つの視点から行なった．一つは，ソーシャル
推薦に問題となる反応の遅さに対処するた
めの自動推薦機能である．実験の結果，絵本
の推薦冊数の向上は達成でき，子どもの興味
に対する親の関心を向上させることにも成
功した．このことは，子どもの興味の自動取
得という面では成功であった．一方で，絵本
の推薦行動が少なく，全体的に子どもの満足
度も低めであった．この原因は，アンケート



の結果などから，自動推薦の精度の低さが原
因と推測される．自動推薦の正解率は，0.15
と手動推薦の 0.65 に比べて大きく下回る．
この精度を高めることが課題として残った．
そこで，既存の複数の絵本リストの主題の比
較分析を行い，その構造の違いや用語の違い
について明らかにした．今後はその結果をも
とに，複数のリストの統合を行い，自動推薦
の基盤となる信頼できる絵本データベース
の構築が新たな課題として浮き上がった．	
もう一つの機能は，他の人の推薦を閲覧で

きる機能である．これは他の人の推薦を見る
ことで，自分が推薦を行う参考にでき，子ど
もの好みを推測しやすくすることが可能と
なる．それによって，推薦の動機を高め，推
薦の数を増やすことを狙っている．本機能を
実装したシステムを利用した実験の結果，絵
本の推薦数など推薦行動には有意な差は現
れなかったが，アンケートから，閲覧機能あ
りの組の全員が他の子どもへの推薦を参考
にしていたことが分かった．このことから本
機能の有用性が示された．	
	
本研究により，子どもの好みの多面的把握

とユーザの推薦行動の改善への道筋をつけ
ることができた．また，自動推薦機能の強化
も可能となった．今後の展望としては，これ
らの成果を統合して，一つのシステムとして
実現することがあげられる．	
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